
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

北
海
道
枝
幸
郡
浜
頓
別
町
字
ブ
タ
ウ

ス
二
〇
一
番
一
か
ら
同
町
字
頓
別
原

野
二
三
八
番
一
四
ま
で

前

Ａ

二
四
・
〇
〇
〜
四
三
・
三
八

四
・
二
一
四

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

ＡＢ

二
四
・
〇
〇
〜
四
三
・
三
八

九
・
七
〇
〜
七
八
・
五
〇

四
・
二
一
四

三
・
〇
四
九

a

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
稚
内
開
発
建
設
部

国
会
事
項

人
事
異
動

平成™š年˜™月™�日 火曜日 第œ�—Ÿ号官 報
〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
六
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
三

年
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
六
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

中
部
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

別
表
二
項
中
、
指
定
の
区
分
欄
を
「
省
令
第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
区
分
。」か
ら
「
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
資
格
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
建
設
省
令
第
十

三
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。）第
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
」
に
改
め
、
指
定
を
し
た
日
欄
を
「
平
成
十
九
年
一

月
二
十
五
日
」
か
ら
「
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

九
州
地
方
整
備
局
長

中
嶋

章
雅

^

路

線

名

東
九
州
自
動
車
道

_

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

鹿
屋
市
串
良
町
細
山
田
字
十
三
塚
五
四
九
九
番
七
か
ら
同
市

串
良
町
細
山
田
字
十
三
塚
五
五
〇
七
番
八
ま
で

前後

六
四
∑
四
〇
〜
四
五
三
∑
〇
〇

四
九
∑
〇
〇
〜
四
三
二
∑
六
〇

〇
・
三
二
三

〇
・
三
二
三

`

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大
隅
河
川
国
道
事
務
所

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
二
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

一
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
三
十
八
号

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
二
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
百
七
十
四
号

北
海
道
上
川
郡
清
水
町
字
清
水
東
一
線
五
七
番
二
か
ら
同
町
字
下

佐
幌
西
一
線
一
〇
〇
〇
番
一
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広

開
発
建
設
部

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

第
三
十
五
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と

し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号

と
し
、
同
条
第
十
三
号
中
「
他
部
課
」
を
「
他
部
課
室
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
す
る
。

第
三
十
七
条
中
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十

六
号
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
三
号
中
「
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
及
び
情

報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
」
を
「
情
報
シ
ス
テ
ム

安
全
管
理
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
第
四
十
七

条
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
庶
務
部
文
書
課
に
勤
務

す
る
係
長
以
下
の
職
員
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
程
に
よ
る

改
正
前
の
参
議
院
事
務
局
事
務
分
掌
規
程
第
三
十
七
条

第
十
六
号
に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
す
る
も
の
は
、
別

に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
一
の
勤
務
条
件
を

も
っ
て
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
参
議
院
事
務
局

事
務
分
掌
規
程
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
室
に

勤
務
す
る
も
の
と
す
る
。

内

閣

（
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
（
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
担
当
）（
併
）
内
閣

府
本
府
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推

進
室
長
）
内
閣
府
事
務
官

栗
島

明
康

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））に
併
任
す
る

（
内
閣
府
本
府
民
間
資
金
等
活
用
事

業
推
進
室
参
事
官
）
同

上
田

洋
平

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））に
併
任
す
る

参

議

院

報
告
書
受
領

十
二
月
二
十
二
日
国
と
地
方
の
協
議
の
場
議
長
か
ら
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
平
成
二
十
三
年

度
第
二
回
臨
時
会
合
）
に
お
け
る
協
議
の
概
要
に
関
す
る

報
告
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
事
務
局
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

参
議
院
事
務
局
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
は
、
十
二
月
二
十
二
日
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

参
議
院
事
務
局
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

参
議
院
事
務
局
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
七
月

十
九
日
事
務
総
長
決
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
の
見
出
し
を「（
部
課
室
）」に
改
め
、同
条
中「
一

課
」
の
下
に
「
一
室
」
を
加
え
、第
八
号
を
第
九
号
と
し
、

第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
室

第
二
条
の
次
に
、
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
室
）

第
二
条
の
二

情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
室
に
お
い
て

は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

情
報
化
統
括
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

二

情
報
シ
ス
テ
ム
（
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
及
び
情
報

処
理
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
企
画
に
関

す
る
こ
と
。

三

情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ

と
。

四

情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

２

情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
室
に
、
室
長
を
置
く
。

３

室
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
室
務
を
掌
理
す
る
。

衆

議

院

報
告
書
受
領

十
二
月
二
十
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る

法
律
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和

協
力
業
務
実
施
計
画
の
変
更
の
報
告

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る

法
律
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和

協
力
業
務
の
実
施
の
状
況
の
報
告

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る

法
律
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協

力
業
務
の
実
施
の
結
果
の
報
告

又
十
二
月
二
十
二
日
国
と
地
方
の
協
議
の
場
議
長
藤
村

修
か
ら
次
の
報
告
書
を
受
領
し
た
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
平
成
二
十

三
年
度
第
二
回
臨
時
会
合
）
に
お
け
る
協
議
の
概
要
に

関
す
る
報
告
書

Ÿ
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